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【補正の内容】
【００６９】
　HALとPAL間の高い相同性のため、HAL及びPALの保護された領域は、HAL/PAL保護領域と
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呼ばれる。この高い相同性により、ノストック パンクチフォルメ及びアナベナ バリアビ
リスのNCBIデータベースに一覧化されたタンパク質配列などの誤った表示がされた"PAL－
HAL"タンパク質の潜在的な酵素活性について、NCBIのようなデータベースで不明瞭となる
ことがある。したがって、PAL酵素の中には、誤った表示をされたHAL酵素がある。PAL及
びHALの活性部位は非常に類似しているが、それらは、いくつかの主要な残基が異なると
推測されている[Calabreseら, Biochemistry 43(36):1 1403-1 1416 (2004); Xiangら, (
2002), 前述の箇所; Williamsら, (2005), 前述の箇所]。特にHALにおいて、シュードモ
ナス プチダからのメチオニン383及びグルタミン酸415[配列番号：６]は、すべてのHALに
おいて高度に保護されているが、リジン及びグルタミンによってそれぞれ、常にこれまで
に記載されたすべてのPAL（真核生物又は原核生物）で置換されている（図４）。そのた
め、"PAL－HAL"領域があり、かつ、リジン383及びグルタミン酸415との相同性を有するす
べてのタンパク質は、PAL活性のあるタンパク質の配列特性を有すると言える。このよう
な比較的新しいPALの特性[Williams, et al, (2005), 前述の箇所]は、HALからPALへいく
つかの酵素を適切に分類させ、既存の遺伝子及びタンパク質のデータベースからいくつか
の新規のPAL酵素を識別するのに利用することができた。
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